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つながりシート関係づくりで知を構造化
　キーワードとなる学習事項に対して、関連することがらを書き込み、特定の観点に基づいてそれらを
関係づけていく。知識や概念を構造化していく。

Part １　map を作ることで生徒が学習したことがらの関連付けをする。各項目をつないでいる原理や
コア概念を言語化し、Connections を深いものにする。

Part ２　Part1 をもとに問いを作り、PISA の解釈、情報の取り出し、熟考の３要素を使って分類し、
深い思考に導くために再構成する。
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活用例

①教師が自分の扱う内容について、たくさんの関係づくりをしておき、生徒が豊かに学べるようにする。
これは教科横断的なアプローチを促進する。

②生徒が自分の知っていることや学んだことの関係づくりをする。つながりについて発見があることが
ベスト。生徒が矢印で結んでいく。

〈アレンジ例〉 
•教師がところどころ空欄のシートを渡して、生徒が何か記入する。

•完成品を渡して、生徒が関係づけをする。その理由を言語化する。

③シートの各要素について、どのような問いが作れるか考える。

「学びのテキスタイル」で一緒に学ぶことへの気づき
　Connections の問いについて、クラスメイトの観点をメモしながら考えることで、考えの変容と深ま
りを捉える。

 

活用例

①「1、一般的な意義を尋ねる問い」、「２、洞察を促す問い」、「３、『私』にとっての意義を尋ねる問い」
を準備しプリントに記入しておく。

③適宜クラスメイトと考えを共有しながら問いを考える。
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